「話の要点を聞き取る」

―「パソコン通信というコミュニケーション」俵　万智（光村図書）―

　　　中学校三年生
	学習プリント
	言語意識
	言語活動
	単元の目標
	実施時期

	○「話の要点を聞き取る　一～四」

　・話全体の内容をつかみ、要点をまとめるために使用

○「話の要点を聞き取る　五」

　・聞いた話の内容に対して自分の考えをもち、自分に身に付いた力を確認するために使用
	（相　手）教科書教材「パソコン通信というコミュニケーション」の範読を基に

（目　的）話の要点を聞き取り、それに対する自分の考えをもつために

（場面・

　　状況）範読で

（方　法）聞き取りメモを使って

（評　価）繰り返し聞くことによる確かめによって要点を聞き取ることができた

か評価をする。
	聞き取り
	○説明的な話を聞いてその要点を理解し、それに対する自分の考えをもとうとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国語への関心・意欲・態度）

○パソコン通信に関する話を聞いて、パソコン通信のよさや問題点・心がけたいことについて自分のものの見方や考え方を広げることができる。

（話す・聞く能力）

○事実と意見を聞き分け、文章の構成や論理的な展開を考えながら、話の中心を明確にして主張と根拠を聞き取ることができる。　　　　　（話す・聞く能力）

○接続語を手がかりに、話の中の段落や文の役割を考えて、事実と意見の聞き分けに生かすことができる。　　　　　　　（言語についての知識・理解・技能）
	九月ごろ


単元指導計画（全五時間）

	３
	２
	１
	時

	○接続語に着目して、事実と意見を聞き分けることができる。

○根拠は具体的な事実の内容に書かれていることが分かり、メモした語をつないで、根拠を簡潔にまとめて書くことができる。
	○文章中に何度も出てくる語に着目して、筆者が何について説明しようとしているかをつかむことができる。

○具体的な事実と筆者の意見とを区別して聞き分け、意見の内容から主張を聞き取ることができる。
	○「話の要点を聞き取り、簡潔にまとめて書くことで、話を正確に理解する力を身に付ける」という単元全体の学習の内容と目的をつかみ、説明文教材の概要を把握することができる。
	ねらい

	意味段落２【形式段落⑧～⑭】
１学習課題を提示する。

２範読を聞いて、重要だと思う語を単語や記号等でメモする。（プリント三）。

３メモをもとに、

「　　　は　　　　　　　　　だ。」の形で、筆者の主張を書く。

４書いた主張を交流し、何に着目して事実と意見とを区別するかを考える。

　・主語　　・文末　　・接続語

５再度範読を聞いて主張を確かめ、メモをもとに、事実の部分に着目して、

「なぜなら　　　　　　　　　　。」の形で、主張に対する根拠を書く。

６書いた根拠の内容を交流し、本時の学習を振り返る。
	意味段落１【形式段落①～⑦】

１学習課題を提示する。

２範読を聞いて、重要だと思う語を単語や記号等を使ってメモする。（プリント二）

３メモした語の中から、筆者が何について説明しているかを表す一語を選び、選んだ理由を交流する。

　・電話　・文中に何度も出てくるから。

４「　　　は　　　　　　　　　だ。」の形で、筆者の主張を書く。

５書いた主張を交流し、どこに着目すればよいかを考える。

　・筆者の意見が書かれている部分。

６具体的な事実と筆者の意見とを区別しながら、再度範読を聞いて、筆者の主張の内容を確かめる。

７本時の学習を振り返る。
	１単元の目標を提示する。


２全文を通読し、形式段落と意味段落を確認する。

３難語句や専門用語について、辞書や教科書下段の記述を活用して、その意味や使われ方をつかむ。

（プリント一）
	学習活動

	○事実と意見とを聞き分けるために、接続語をメモに残している。

（観察・学習プリント）

○具体的な事実が書かれた部分から、メモした語をつなげて主張に対する根拠をわかりやすく簡潔に書いている。

（学習プリント）


	○文章中に何度も出てくる語に着目して、筆者が何について説明しようとしているのかをつかんでいる。

（観察・学習プリント）

○筆者の意見が述べられている部分を聞き分け、筆者の主張を書いている。

（学習プリント）


	○学習の目的と方法を理解し、話を正確に聞き取ることに対する目標をもっている。

（観察・学習プリント）

○辞書や教科書下段の記述を活用して、難語句や専門用語の意味を理解している。

（学習プリント）
	評価規準・評価方法

	・前時の生徒のプリントの中から、範となるメモのとり方を紹介し、価値付ける。

・生徒のメモの速度に注意しながら、ゆっくりとわかりやすく、強弱や繰り返しでヒントを与えながら範読する。

・「いっぽう」「例えば」「そこで」などの接続語の役割や使われ方を確認する。

・メモの中で、具体的な事実が書かれた部分に着目して根拠を書くことを示唆する。


	・聞きながら、重要だと思う語を単語や記号等でメモすることを示唆し、机間指導をする。

・生徒のメモの速度に注意しながら、ゆっくりとわかりやすく、強弱や繰り返しでヒントを与えながら範読する。

・「意見」は筆者の立場や判断、想像、疑問等を述べたものであることを示唆する。

・同じような「意見」を述べてある場合は、最もわかりやすく一般的な書き方をしている部分を主張として取り出すとよいことを示唆する。


	・会議や話し合い等で様々な説明の話を聞く際に、話し手の最も言いたいこととその根拠を聞き取ること、また、それに対する考えをもつことが大切であり、そのための学習であることを理解させる。

・普段の各自の実態を振り返って考え、目標がもてるようにさせる。
	指導・援助


	５
	４
	時

	○話を聞いたら、自分の考えをもつことが大切であることを理解して、「パソコン通信というコミュニケーション」に対する自分の考えを書くことができる。

○単元の学習を振り返り、身に付いた力を確認することができる。
	○前時までに身に付けた力をつかって、筆者の主張とその根拠という形で、話の要点を聞き取り、簡潔にまとめて書くことができる。
	ねらい

	１　学習課題を提示する。


２　全文の範読を聞く。

３　意味段落１～３で書いた筆者の主張と根拠を読み返し、それに対する自分の考えを書く。（プリント五）

４　班内で、書いた文章を交流する。

５　意欲・態度、身に付いた力について、単元の学習を振り返り、プリントに記述する。


	意味段落３【形式段落⑮～⑱】
１　学習課題を提示する。


２　範読を聞いて、重要だと思う語を単語や記号等でメモする。（プリント四）

３　メモをもとに、

「　　　は　　　　　　　　　だ。

なぜなら　　　　　　　　　　。」

の形で筆者の主張とその根拠を書く。

４　書いた主張と根拠を交流し、再度範読を聞いて、その内容を確認する。

５　本時の学習を振り返る。
	学習活動

	○パソコン通信について、筆者の考えに対する自分の考えを書いている。

（学習プリント）

○単元の目標について、自分が身に付けた力を客観的に把握して書いている。

（学習プリント）


	○文章中に何度も出てくる語に着目し、接続語に注意して事実と意見を聞き分けて、筆者の主張とその根拠を書いている。

（観察・学習プリント）
	評価規準・評価方法

	・これまでの学習プリントを見ながら、範読を聞くように指示する。

・自分の立場を明らかにする、自分の考えの根拠を具体的に入れて書くよう助言する。

・書けない生徒には、携帯電話でのメール経験を想起させるなど、個別指導をし、教科書の記述に基づいて、部分ごとに考えるようにさせる。
	・前時の生徒の振り返りを紹介し、これまでに学習した内容を確認する。

・メモを、単語で書くだけでなく、関連する内容を線でつないでいる生徒を紹介し、広げる。

・根拠は、必要に応じて、「パソコン通信によって書き言葉と話し言葉がかぎりなく近づき、書き言葉としての日本語が多くの人のものへと開放されてきたが、」という内容を付け加えるように指示する。
	指導・援助


説明的な話を聞いて、話の要点を正確に理解する力を身に付けよう。





話を聞き取って、筆者の主張とその根拠を簡潔に書こう。








聞き取った話に対する自分の考えを書こう。





話を聞き取って、筆者の主張を簡潔に書こう。





話を聞き取って、筆者の主張とその根拠を簡潔に書こう。








